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福岡大学に在籍中に参加していた治験結果発表のために ESMO（欧州臨床腫瘍学会）に参加してまいりました。悪性腫瘍

関連の国際学会としては ASCO（米国臨床腫瘍学会）に次ぐ規模の学会で、毎年約 2 万人が参加するため、大勢の人でかな

り会場はごった返していました。ASCO は毎年シカゴで開催されますが、ESMO はヨーロッパ諸国が幹事持ち回りで、毎年開

催国が変わるため旅行もかねての目的であれば ASCO より参加意欲は沸きます。しかし今回は口演発表が控えていたため、

観光気分には全くなれず受験生のように学会会場とホテルに引きこもっておりました（しかも小雨模様でかなり寒かったです）。 

今年もやはり盛り上がっていたのは Driver-mutation と免疫チェックポイント阻害剤の話題がほとんどでした。欧米人は

EGFR 変異の頻度が少ないためか、日本より ALK の演題が多い気がしましたが、ROS-1 などの rare mutation の話題も盛り

上がっており、LC-SCRUM の発表も注目されていました。免疫チェックポイントは各メーカーの注力が大きく、今後も PD-1 以

外の新しい薬がいろいろ出てきそうです。PD-1 に関してはニボルマブよりペンブロリズマブの勢いが強く、今後は PD-L1 の染

色が必須となりそうです。肺癌治療のアルゴリズムも年々複雑になっており、今回の学会の結果からもさらに新しい選択肢が

増えていきそうです。それとともに医療費の問題も全世界的に悩みの種のようで薬剤費はもちろん検査の費用に関しても話題

に挙がっていました。今後は次世代シーケンス等の網羅的な検査法の開発が進められていきそうです。 

 

私は悪液質を改善するグレリンアゴニストとして小野薬品が開発を進めている「アナモレリン」という薬剤の発表をしてきまし

た。もともと高山教授が九大時代から開発のアドバイザーとしてプロジェクトに参加しており、その関係で福大を治験参加施設

に加えていただきました。幸い多くの患者さんをエントリーできたため今回このような機会をいただきました。演題登録時は確

かにポスターで登録したのですが、採択時の連絡では口演になっており光栄なことではありますが、しばらく PPI の内服を余儀

なくされました。ASCO より ESMO はサポーティブケアに注目する傾向があるようで、これまた光栄なことに写真のような大き

な会場で発表させてもらいました。その日の注目演題を掲載しているデイリーニュースにもこの演題が取り上げられており、ア

ナモレリンに対する期待の大きさを感じると同時に胃痛も増強していきました。発表はなんとか私の poor English にもヤジは

飛ばず、なんとか終えることができました。ヨーロッパでは早ければ来年には承

認されそうなのでがん患者の補助治療として今後注目が高まっていくと思われ

ます。 

 

 ストレスもそれなりに大きかったですが、貴重な経験をさせていただきました。

関連病院の先生方にもご参加いただいている臨床試験に関しても滞りなく完遂

し、症例登録にご協力いただいた先生方には ASCO もしくは ESMO でご発表

いただきたいと思います。 

今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 


